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2.5.2 メタンハイドレード調査における海底地形図の作成について 
林敏史・浜田浩明・山崎紗衣子・小池義夫  
（東京海洋大学海洋科学部練習船） 
Note on the system of making sea bottom chart during the methane gas area research  
Toshifumi Hayashi, Hiroaki Hamada, Saeko Yamasaki and Yoshio Koike 
(Faculty of Training ship, Tokyo University of Marine Science and Technology) 
 
１．はじめに 
 日本海富山湾直江津沖において、東京大学松本良教授とのメタンハイドレード調査を
2004 年から実施している。今回は水深約 1,000m の 3 つの調査海域において計量魚群探知機
によるメタンハイドレードによる気泡等の調査を実施した。このときの極深海測深器（シ
ングルビーム）により水深を計測し、0.05 マイル間隔の格子状の走査によるデータから専
用のパソコン（セナー＆バーンズ製作アプリケーション）により海底地形図の作成を行っ
た。 
 
２．方法 
 メタンハイドレード起因による海底からの泡を計量魚群探知機によって確認した地点を
中心とした一辺が約 5 マイルの長方形を 0.1 マイル間隔の直線状を約 3 ノットで航走し、端
までくると元の進路から 0.05 マイル移動した地点から進路に転じて再び 0.1 マイル間隔で
走査した。深度データは 1 秒毎にセンサー部から LAN を経由して処理を行い、GPS センサ
ーからの時間、緯度経度、ジャイロコンパスからの針路、ドップラー航程計から船速など
を同時に記録した。このデータをコンバートし、必要な項目を切り取り、緯度経度を基準
として海底地形図を作成した。海底の起伏では、水深により画面上の色を任意に変えるこ
とによって見やすく処理し、また極端な突起は、測定誤差として除くとともに移動平均を
かけることによって平準化した。 
  
３．結果及び考察 
 全体の日本周辺海域における簡易な海底地形図を示す。この図上、富山湾における UT1
の位置が今回の調査地点であり、Fig.2 が 3 つの調査点における航跡である。以下の Fig.3
から Fig.8 において航跡及び海底地形図を示す。実際の航跡は、更に縦または横方向への走
査した航跡があるが、説明上見やすくするため削除してある。また 3D 解析を行ったコンピ
ュータ上での画像は、アプリケーションソフトによって角度変化が可能であり、あらゆる
方向から海底の様子を見ることができることによってあらかじめ調査の工程など検討する
ことができる。3D の作成画像においてさらに鳥瞰図的に起伏のある海底形状を縦方向に強
調（Fig.4, Fig.6, Fig.8）することができる。2D として等深線表示が不十分であり、今後改良
を考慮したい。 
 - 22 -
 Fig.1 日本近海の海底地形図 UT1 は調査観測点 
Sea bottom chart around JAPAN （observation area UT1） 
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      Fig.2  Observation track chart（observed point area A, area B, area C） 
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Fig.3 Track and Sea bottom chart of Area A  
le direction by application soft ware(SENA Co.) Fig.4  Analyzed 3D display and turned angle variab
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 Fig.5 Track and Sea bottom chart of Area B  
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Fig.6  Analyzed 3D display and turned angle variable direction by application soft ware(SEN  C
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Fig.7 Track and Sea bottom chart of Area C 
 
Fig.8  nalyzed re(SENA Co.) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 3D display and turned angle variable direction by application soft wa
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